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子
育
て
安
心
バ
リ
ア
フ
リ
ー

マ
ッ
プ
の
作
成
を

子
ど
も
連
れ
で
利
用
で
き

る
施
設
が
あ
っ
て
も
、
経
路

が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
て

い
な
い
と
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
や

子
ど
も
連
れ
の
自
転
車
の
移

動
は
不
安
だ
と
の
声
を
聞
く
。

区
は
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
子
育
て
関
連
施

設
や
安
心
し
て
移
動
で
き
る
経
路
、

危
険
箇
所
や
子
育
て
情
報
な
ど
、

利
用
す
る
側
の
目
線
に
立
っ
て
、

「
子
育
て
安
心
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ

ッ
プ
」
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

区

長

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
地

図
情
報
を
活
用
し
て
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
情
報
、
子
育
て
情
報
を
盛
り

込
ん
だ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ

の
作
成
を
検
討
し
た
い
。

障
害
の
あ
る
中
高
生
に

放
課
後
事
業
を

現
在
、
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
小
学

６
年
生
ま
で
の
障
害
の
あ
る
子
ど

も
を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
障
害

の
あ
る
中
高
生
に
つ
い
て
も
、
同

様
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。
障
害

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
事

業
を
、
一
貫
し
て
区
の
施
策
に
位

置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

区

長

今
後
、
（
仮
称
）
地

域
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
団

体
、
関
係
機
関
な
ど
が
連
携
し
て
、

障
害
の
あ
る
子
ど
も
に
関
し
て
の

一
貫
し
た
支
援
の
体
制
づ
く
り
を

検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
中

で
、
障
害
の
あ
る
中
高
生
の
放
課

後
の
対
応
に
つ
い
て
、
将
来
的
に

は
地
域
で
展
開
で
き
な
い
か
、
設

置
場
所
や
運
営
形
態
を
含
め
可
能

性
を
追
求
し
て
い
き
た
い
。

�
区
は
、
日
本
を
代
表
す

る
大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
５
社

が
参
加
す
る
「
警
大
等
跡
地

地
区
事
業
企
画
勉
強
会
」
を

設
置
し
た
が
、
開
発
計
画
に

参
入
す
る
意
図
を
持
っ
て
勉

強
会
に
参
加
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
区
が
大
手
企
業
に
便
宜

を
図
っ
た
と
見
ら
れ
か
ね
な

い
。
勉
強
会
の
役
割
と
目
的

は
何
か
。
�
開
発
者
負
担
の

は

た
ん

原
則
が
破
綻
し
た
が
、
区
が
負
担

す
べ
き
用
地
費
な
ど
の
総
額
は
ど

う
試
算
し
て
い
る
の
か
。

区

長

�
当
該
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
へ
の
提
案
や
市
場
評
価
な

ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
う
。

提
案
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
策
定
の
際
に
参
考
と
し
た

い
。
�
処
分
額
は
、
１９
年
度
の
公

示
地
価
に
よ
り
、
国
が
決
定
す
る
。

取
得
経
費
は
、
１９
年
度
予
算
案
の

中
で
示
し
た
い
。

視
覚
・
聴
覚
障
害
者
の
た
め
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
推
進
せ
よ

�
黄
色
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

視
力
障
害
者
を
安
全
に
目
的
地
に

誘
導
す
る
標
識
で
あ
る
が
、
中
野

駅
周
辺
に
は
敷
石
と
同
系
色
で
設

置
さ
れ
て
い
る
場
所
が
あ
る
。
ブ

ロ
ッ
ク
は
、
黄
色
を
基
本
と
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
�
聴
覚
障
害
者

に
文
字
で
情
報
伝
達
が
で
き
る
小

型
電
光
掲
示
板
が
、
開
発
さ
れ
て

い
る
。
公
共
施
設
へ
設
置
す
る
と

と
も
に
、
駅
や
病
院
な
ど
に
も
設

置
を
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

区

長

�
黄
色
の
点
字
ブ
ロ

ッ
ク
を
原
則
と
し
、
今
後
も
改
善

を
行
う
予
定
で
あ
る
。
中
野
通
り

の
一
部
に
つ
い
て
も
、
都
の
第
三

建
設
事
務
所
へ
改
善
を
申
し
入
れ

た
い
。
�
小
型
の
電
光
掲
示
板
も

含
め
、
誰
に
も
わ
か
り
や
す
く
、

利
用
し
や
す
い
案
内
表
示
の
あ
り

方
を
検
討
し
た
い
。

区
が
定
め
た
安
全
条
例
第
４
条

第
３
項
認
定
基
準
を
破
棄
せ
よ

国
土
交
通
大
臣
は
、
中
野
三
丁

目
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
築
確
認
に
関

す
る
再
審
査
請
求
を
棄
却
し
た
。

「
東
京
都
建
築
安
全
条
例
第
４
条

第
２
項
に
定
め
ら
れ
た
火
災
の
際

の
建
築
物
の
安
全
確
保
に
必
要
な

前
面
道
路
の
幅
員
６
ｍ
の
範
囲
と

は
、
敷
地
に
接
す
る
部
分
の
み
確

保
さ
れ
れ
ば
足
り
る
と
い
う
も
の

で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
区
が
、
今
年
１
月
に
定
め
た

同
第
３
項
の
基
準
は
、
幅
員
６
ｍ

以
上
の
道
路
か
ら
２
５
０
ｍ
以
内

に
あ
れ
ば
良
い
と
し
て
お
り
、
裁

決
に
反
す
る
。
こ
の
認
定
基
準
は
、

破
棄
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

区

長

裁
決
は
、
第
４
条
第

２
項
に
つ
い
て
の
判
断
で
あ
り
、

第
３
項
に
基
づ
く
区
の
認
定
基
準

に
影
響
は
及
ぼ
さ
な
い
。
基
準
を

破
棄
す
る
考
え
は
な
い
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
策
と
し
て
、

南
台
地
区
に
（
仮
称
）
南
部

防
災
公
園
の
整
備
方
針
を
掲

げ
て
い
る
。
東
京
大
学
海
洋

研
究
所
が
移
転
予
定
と
聞
く

が
、
区
は
、
防
災
公
園
の
整

備
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
姿

勢
で
臨
ん
で
い
る
か
。
ま
た
、

今
後
の
具
体
的
な
整
備
計
画

を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

区

長

東
大
附
属
中
等
教
育

学
校
一
帯
の
広
域
避
難
場
所
機
能

を
高
め
る
に
は
、
同
敷
地
内
に
防

災
公
園
の
整
備
が
欠
か
せ
な
い
た

め
、
跡
地
取
得
に
向
け
東
京
大
学

と
協
議
し
て
い
る
。
現
在
、
南
台

１
・
２
丁
目
に
お
け
る
国
の
密
集

事
業
の
期
間
延
長
に
向
け
検
討
し

て
お
り
、
こ
の
補
助
事
業
の
中
で

防
災
公
園
を
整
備
し
て
い
く
。

自
治
体
間
競
争
の
時
代
に

政
策
能
力
の
向
上
を

区
長
は
、
再
選
後
の
施
政
方
針

説
明
で
、
４
年
間
の
実
績
は
、
区

議
会
、
区
民
の
理
解
と
協
力
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
と
述
べ
て
い
る
が
、

今
後
の
４
年
間
も
、
区
民
や
団
体

の
協
力
と
参
加
を
求
め
な
が
ら
区

政
運
営
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
は
、
自
己
決

定
、
自
己
責
任
で
そ
れ
ぞ
れ
豊
か

な
地
域
社
会
を
目
指
し
て
創
意
工

夫
を
競
い
合
う
、
と
し
て
い
る
が
、

自
治
体
間
競
争
の
時
代
と
言
わ
れ

る
中
、
区
の
政
策
能
力
を
い
か
に

し
て
高
め
て
い
く
の
か
。

区

長

区
政
運
営
に
は
、
区

民
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ

る
。
自
治
基
本
条
例
や
区
民
公
益

活
動
推
進
条
例
を
制
定
し
、
参
加

と
協
働
の
し
く
み
を
構
築
で
き
た
。

こ
れ
ら
を
有
効
に
機
能
さ
せ
、
区

民
と
力
を
合
わ
せ
て
元
気
な
中
野

を
目
指
す
。
ま
た
、
行
財
政
基
盤

を
強
化
し
、
目
標
と
成
果
に
よ
る

区
政
経
営
を
進
め
、
区
民
に
よ
り

高
い
価
値
あ
る
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
組
織
に
し
て
い
く
。

青
少
年
の
健
全
指
導
で

希
望
の
持
て
る
社
会
を

青
少
年
問
題
は
大
人
社
会
の
反

映
で
あ
り
、
社
会
を
引
き
継
い
で

い
く
次
世
代
の
問
題
で
あ
る
。
た

と
え
今
日
の
社
会
が
困
難
な
状
況

に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
将
来
を
担

う
青
少
年
を
健
全
に
指
導
で
き
れ

ば
、
必
ず
社
会
は
希
望
的
な
方
向

に
発
展
す
る
と
確
信
し
て
い
る
。

区
長
の
見
解
を
う
か
が
う
。

区

長

数
々
の
事
件
の
背
景

に
は
、
地
域
や
家
庭
の
養
育
力
低

下
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
子
育
て

へ
の
支
援
と
共
に
、
地
域
全
体
で

の
環
境
づ
く
り
や
、
人
間
と
し
て

ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
道
徳
観

や
価
値
観
を
社
会
全
体
で
育
む
こ

と
が
大
切
と
考
え
る
。

区
内
各
駅
に
は
、
合
計
で
２４
カ

所
の
駐
輪
場
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

５
月
に
新
井
薬
師
前
駅
に
設
置
さ

れ
た
の
で
、
未
設
置
の
駅
は
新
中

野
駅
の
み
と
な
っ
た
。
新
中
野
駅

周
辺
は
、
区
が
昨
年
定
め
た
交
通

バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
構
想
の
重
点

整
備
地
区
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
構
想
の
中
に
は
、
駐
輪

場
の
整
備
も
位
置
付
け
ら
れ
て
お

り
、
最
優
先
に
取
り
組
む
べ
き
課

題
で
あ
る
。
放
置
自
転
車
問
題
は
、

地
域
に
お
け
る
安
全
や
景
観
な
ど

の
面
で
、
日
常
生
活
の
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
�
新
中
野
駅

周
辺
の
放
置
自
転
車
の
実
態
は
ど

う
か
。
�
駐
輪
場
用
地
の
確
保
の

見
通
し
は
ど
う
か
。
�
杉
山
公
園

地
下
を
利
用
し
た
駐
輪
場
整
備
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

区

長

�
平
成
１７
年
１０
月
の

調
査
で
は
、
６
２
９
台
の
放
置
自

転
車
が
あ
り
、
区
内
の
駅
で
は
最

も
多
く
な
っ
て
い
る
。
�
町
会
や

鍋
横
地
域
ニ
ュ
ー
ス
で
情
報
提
供

を
呼
び
か
け
て
い
る
が
、
土
地
所

有
者
か
ら
の
直
接
的
な
情
報
は
得

ら
れ
て
い
な
い
。
�
東
京
都
の
事

業
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
中
野

通
り
交
差
点
改
良
事
業
を
踏
ま
え
、

杉
山
公
園
の
地
下
を
利
用
し
た
駐

輪
場
の
設
置
に
つ
い
て
、
可
能
性

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

杉
山
公
園
交
差
点
の

拡
幅
工
事
の
予
定
は

都
市
基
盤
で
あ
る
道
路
整
備
が
、

他
区
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
。

防
災
や
交
通
安
全
、
環
境
対

策
の
面
か
ら
も
区
民
の
理
解

を
得
な
が
ら
計
画
的
に
、
か

つ
積
極
的
に
進
め
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。
都
は
、
青
梅
街

道
と
中
野
通
り
が
交
差
す
る

杉
山
公
園
交
差
点
の
拡
幅
整

備
事
業
に
着
手
し
て
い
る
。

こ
の
地
域
は
、
交
通
バ
リ
ア

フ
リ
ー
法
に
基
づ
く
重
点
整

備
地
区
で
あ
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
基
準
に
基
づ
き
整
備
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
�
こ
の
事
業
の

目
的
は
何
か
。
�
用
地
取
得
の
進

ち
ょ
く
状
況
は
ど
う
か
。
�
具
体

的
な
工
事
の
予
定
は
ど
う
か
。

区

長

�
杉
山
公
園
交
差
点

の
慢
性
的
な
渋
滞
解
消
の
た
め
、

左
折
レ
ー
ン
を
追
加
す
る
と
と
も

に
、
バ
ス
レ
ー
ン
の
整
備
に
よ
り

ス
ム
ー
ズ
な
交
通
の
流
れ
を
確
保

す
る
こ
と
、
歩
道
を
拡
幅
し
電
線

類
の
地
中
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り

歩
行
者
空
間
の
安
全
性
や
景
観
に

配
慮
す
る
こ
と
で
あ
る
。
�
平
成

１７
年
度
末
の
用
地
取
得
の
進
ち
ょ

く
状
況
は
４
％
程
度
と
聞
い
て
い

る
。
�
工
事
着
手
時
期
は
、
今
後

の
用
地
の
取
得
状
況
に
よ
り
決
定

さ
れ
る
。
整
備
は
、
杉
山
公
園
側

の
左
折
レ
ー
ン
か
ら
行
っ
て
い
く

と
聞
い
て
い
る
。

最
近
に
な
っ
て
、
東
京
メ
ト
ロ

中
野
坂
上
駅
西
側
の
駅
舎
開
設
に

向
け
、
動
き
が
出
て
き
た
。
本
町

二
丁
目
側
に
出
入
り
口
駅
舎
を
新

設
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
�
区

は
、
整
備
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
の
情
報
を
把
握
し
て
い

る
か
。
�
中
央
二
丁
目
側
に
も
出

入
り
口
を
つ
く
る
よ
う
、
協
議
を

続
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

開開
発発
者者
負負
担担
原原
則則
がが
破破
綻綻
しし
たた

警警
大大
等等
跡跡
地地
問問
題題
をを
問問
うう

日
本
共
産
党
議
員
団

か
せ

次
郎

南南
部部
防防
災災
公公
園園
をを
整整
備備
しし

災災
害害
にに
強強
いい
まま
ちち
づづ
くく
りり
をを

自
由
民
主
党
・
民
社
ク
ラ
ブ

き
た
ご
う

秀
文

杉杉
山山
公公
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